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≪活動報告 その１≫ 

10/5(土) 蔭山昌弘先生講演会 in由比生涯学習交流館 

  
 由比生涯学習交流館と由比小PTAの共催で「こどもの心を開く子育て」講演を行いました。 
 先生のお話の中より、一部をお伝えします。①自分殺し（自分の欲求を抑える）をすることによって

親の愛情を手に入れる。それを重ねるほど親にとってよい子☞心

配！自分殺しせずに、大人になって！② いじめをする人は、心

の中に愛が十分入っていない人。100％いじめる側の問題、心が

ゆがんでいる。子の心を愛で満たしてあげて。③自己肯定感あり

のままの自分を認める思い・親、人から必要とされている実感、

人は人と繋がりあって生きているという実感を育てて。④叱ると

き行為だけを叱る⑤母親はストレスを意識的に発散して！ 
 子育てにとどまらず、生き方における貴重なお話が伺えました。

講演会の感想では「また聴きたい・心が軽くなった・勇気 
を貰った・こどもとの関わりを見直すきっかけになった。」 
などなど、「大変良かった」が100％で大好評でした。 
 その後のお茶会では、グループに分かれておしゃべりするお茶会を開きました。講演後、即解散せず

に、想いの共有をはかれて、楽しく盛り上がった（ストレス解消♪）よい時間となりました。 
 
≪活動報告 その２≫ 

10/9(水) 給食試食会 in蒲原西小学校 

 
 自校式給食、蒲原西小の試食会がありました。当日は、 
ふるさと給食の日（黒はんぺん､桜えびを使用した献立） 
メニュー ・麦入りごはん・黒はんぺんのフライ・大根のみそ汁     
     ・桜えびの煮浸し・みかんゼリー・牛乳  
 
 味噌汁のだしが大変美味しくて感激しました♪いわし節でとり、

つぶつぶ食感あり！あえて中に残るように作っているそうです。 
手作りを心がけ、ルーもバターと小麦粉で作るとのこと！加工済

み食品をできるだけ減らし、素材から調理されています。（全校生徒275名、先生28名分を5名で調理）

また、添加物のない原材料が明確な食材を選ぶ、放射性物質の検査など安全面にも配慮されています。

そして、地産地消や素材を活かす「うす味」、温かく戴けるよう調理時間の配慮等、理想的な給食です。 
 子どもたちはこの手作り給食をモリモリ残さず食べてくれるそうです！（ご飯５０kg炊いて、残飯は

500g）きれいにたいらげてくれると、調理者にとっては最高の喜びですね。そして戴く側は、完食で感

謝を伝えられますね。 ごちそうさまでした♪ 
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